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TOP NEWSTOP NEWS TOP NEWSTOP NEWS
　トップニュース

春日部東支店・蓮田支店
店舗統合式典

　ＪＡ南彩は10月28日、財務基盤の強化と組合員・地域利用者へのサービス向上を図り、より
健全な経営体制を構築するため、春日部地区と蓮田地区で店舗統合に伴うオープン式典を行い
ました。春日部地区では、幸松支店と豊野支店が統合され名称新たに春日部東支店となり、蓮
田地区では、蓮田支店と黒浜支店が統合され名称は蓮田支店を引き継ぐこととなりました。
　長年にわたり身近な店舗としてご利用いただいた皆様には心よりお礼申し上げます。また、
今後はこれまで以上に組合員・地域利用者皆様の信頼にお応えし、より一層サービスの向上に
努めてまいりますので、ご理解・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

春日部東支店

蓮田支店
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Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
ホ
ー
ル
く
き 

４
周
年
記
念
感
謝
祭
を
開
催

　

令
和
元
年
8
月
惜
し
ま
れ
つ
つ
も

閉
店
と
な
り
ま
し
た
ミ
ー
ト
葉
山
、

23
年
間
菖
蒲
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

テ
ナ
ン
ト
と
し
て
精
肉
や
揚
げ
物
等

の
お
惣
菜
を
販
売
し
、
菖
蒲
グ
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
下

の
寺
納
涼
祭
な
ど
地
域
の
お
祭
り
に

も
参
加
、
地
域
交
流
に
貢
献
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

10
月
24
日
に
Ｊ
Ａ
南
彩
に
来
訪
さ

れ
中
野
榮
一
組
合
長
よ
り
、
貢
献
を

た
た
え
功
労
賞
と
し
て
感
謝
状
を
贈

呈
致
し
ま
し
た
。

　

10
月
26
日
、
東
京
・
銀
座
の
数
寄
屋
橋
公
園
で

開
催
さ
れ
た
「
美
味
し
い
国
産
農
産
物
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
頒
布
会
」
に
Ｊ
Ａ
南
彩
は
埼
玉
県
ブ
ー
ス
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
各
道
県

が
持
ち
寄
っ
た
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
、
新
米
な
ど

の
農
産
物
を
１
０
０
円
以
上
の
募
金
を
し
た
来
場

者
に
対
し
配
布
す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
参
加
し
た
16
道
県
は
自
慢
の
名
産
や
特
産
農

産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
た
ち
も
会
場
を
盛

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
ブ
ー
ス
で
は
、
Ｊ
Ａ
南
彩
の
特
産
で
あ

る
小
松
菜
、
梨
「
新
興
」・
き
ゅ
う
り
・
彩
の
か
が

や
き
ご
飯
パ
ッ
ク
の
セ
ッ
ト
３
０
０
袋
を
配
布
し

ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
収
益
金
は
東
京
都
中
央
区
の

社
会
福
祉
協
議
会
へ
全
額
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
26
日
、
Ｊ
Ａ

ア
グ
リ
ホ
ー
ル
く
き
で

「
4
周
年
記
念
感
謝
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
全
農
さ
い
た

ま
が
主
催
と
な
り
、
組

合
員
や
利
用
者
の
葬
儀

へ
の
不
安
や
疑
問
の
解

消
及
び
地
域
社
会
へ
の

貢
献
を
目
的
に
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
人
形
供
養
祭

や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
引
出
物
の
展
示
や
通
夜
料
理
の
試
食
、
野
菜
の
詰
め
放
題
な
ど
が
行

わ
れ
、
人
形
供
養
祭
で
は
持
ち
込
ま
れ
た
４
９
８
体
の
人
形
や
ペ
ッ
ト
の
写
真
を
浄
土
宗

「
西
願
寺
」
住
職
に
供
養
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
場
者
ら
は
「
子
供
達
の
人
形
が
供

養
で
き
て
よ
か
っ
た
。
人
形
供
養
祭
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
ま
り
な
い
の
で
、
こ
の

よ
う
な
機
会
を
設
け
て
も
ら
え
て
と
て
も
あ
り
が
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

農
畜
産
物
商
談
会
２
０
１
９

ミ
ー
ト
葉
山
功
労
を
た
た
え
る

葉山春見さん・葉山守司さん・中野榮一組合長

　

10
月
31
日
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
開

催
さ
れ
た
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
さ
い
た
ま
農
畜

産
物
商
談
会
２
０
１
９
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
県
内
の
14
Ｊ
Ａ
や
農
家
、
農
業
法
人
な

ど
48
団
体
が
出
展
し
、
会
場
に
は
出
展
団
体

が
持
ち
込
ん
だ
農
畜
産
物
や
加
工
品
な
ど

１
６
０
品
目
以
上
が
並
び
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
南
彩
は
「
青
パ
パ
イ
ヤ
」、「
梨
ピ
ュ

ー
レ
」、「
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ｒ
Ｙ（
レ
ッ
ズ
カ

レ
ー
）」
を
各
業
種
の
バ
イ
ヤ
ー
へ
Ｐ
Ｒ
及

び
売
り
込
み
を
行
い
ま
し
た
。
バ
イ
ヤ
ー
か

ら
は
「
埼
玉
県
内
で
こ
の
よ
う
な
農
産
物
が

生
産
さ
れ
て
い
る
の
を
知
ら
な
か
っ
た
」
な

ど
驚
き
の
声
が
あ
り
、
販
路
拡
大
と
と
も
に

県
産
農
産
物
の
良
い
Ｐ
Ｒ
に
な
り
ま
し
た
。

カメラニュース

東
京
・
銀
座
で
特
産
物
を
Ｐ
Ｒ

なんさい ◦ 4



自
転
車
交
通
安
全
教
室

開
催

5
月
7
日
、
青
パ
パ
イ
ヤ
の
苗
木
4
本
を
日
勝
支
店
内
の
花
壇
に
植
え
ま
し
た
。
毎

日
の
水
や
り
や
追
肥
を
数
回
、
支
柱
で
補
強
を
し
て
台
風
の
強
風
を
乗
り
越
え
ま
し
た
。

10
月
に
大
き
い
実
が
8
個
で
き
収
穫
し
ま
し
た
。
収
穫
し
た
青
パ
パ
イ
ヤ
は
、
お
客
様

に
差
し
上
げ
た
り
、
支
店
で
は
な
ん
さ
い
だ
よ
り
に
載
っ
て
い
た
青
パ
パ
イ
ヤ
の
ゴ
マ

ダ
レ
肉
う
ど
ん
を
作
っ
て
皆
で
食
事
会
を
し
ま
し
た
。

　

栽
培
方
法
を
熱
心
に
聞
か
れ
る
方
や
新
し
い
お
客
様
と
の
出
会
い
も
あ
り
、
青
パ
パ

イ
ヤ
を
通
じ
支
店
内
で
の
楽
し
い
時

間
が
増
え
収
穫
以
上
の
も
の
が
得
ら

れ
ま
し
た
。
今
後
も
お
客
様
と
の
話

題
作
り
に
取
組
み
活
気
の
あ
る
支
店

作
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

10
月
30
日
、
埼
玉
県
立
岩
槻
高
等
学
校
で
自

転
車
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ

南
彩
と
Ｊ
Ａ
共
済
連
で
は
、
交
通
事
故
防
止
及

び
事
故
後
の
相
互
扶
助
活
動
を
通
じ
て
地
域
社

会
に
貢
献
し
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

あ
い
に
く
の
天
候
の
為
、
体
育
館
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
自
転
車
同
士
の
実
際
に
起

き
た
事
故
を
元
に
ス
タ
ン
ト
マ
ン
が
交
通
事
故

を
実
演
し
た
り
、
実
際
に
数
名
の
生
徒
の
方
に

実
演
に
参
加
し
て
頂
い
た
り
と
、
事
故
の
恐
ろ

し
さ
と
危
険
性
を
認
識
し
命
の
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。

　

今
回
の
自
転
車
交
通
安
全
教
室
を
通
じ
て
生

徒
達
に
は
こ
れ
か
ら
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

事
故
の
な
い
安
全
で
快
適
な
学
生
生
活
を
送
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

11
月
４
日
・
５
日
の
2
日
間
、
群
馬
県

で
Ｊ
Ａ
南
彩
岩
槻
地
区
貸
家
経
営
友
の
会

の
県
外
研
修
が
行
わ
れ
、
会
員
22
名
が
参

加
い
た
し
ま
し
た
。

　

吉
田
毅
彦
税
理
士
を
講
師
に
招
き
、
税

務
情
報
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
は
じ
め
、

八
ッ
場
ダ
ム
見
学
な
ど
充
実
し
た
県
外
研

修
に
な
り
ま
し
た
。

日
勝
支
店　

青
パ
パ
イ
ヤ
栽
培
日
記

岩
槻
地
区
貸
家
経
営

友
の
会
県
外
視
察
研

修
旅
行

JA南彩は、各地区を拠点に組合員、職員、地域住民とのふれあい
活動を通じて、地域農業と生活の向上に取組んでいます。

地 区 ふ れ あ い 活 動

〇菖蒲地区
　10月下旬、各公共施設の景観改善の目的で、久喜市菖蒲町
内の主要任意団体と一緒に「花いっぱい運動」に参加しました。
プランターに植えたパンジーを菖蒲庁舎、各小学校、各支店等
に配布し、町の美化に繫がりました。
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11
月
18
日
、
越
谷
市
ベ
ル
ヴ
ィ
ギ

ャ
ザ
ホ
ー
ル
で
令
和
元
年
度
東
部
地

区
窓
口
セ
ー
ル
ス
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン

グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ

南
彩
か
ら
は
代
表
の
優
秀
者
２
名
、

久
喜
江
面
支
店
の
関
根
侑
里
職
員
、

岩
槻
城
南
支
店
の
宮
崎
優
香
職
員
が

選
ば
れ
出
場
し
ま
し
た
。
窓
口
担
当

者
の
顧
客
応
対
力
・
提
案
型
セ
ー
ル

ス
の
向
上
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

関
根
侑
里
職
員
は
「
今
後
も
お
客

様
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
提

案
を
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
た
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

11
月
12
日
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
、

見
沼
福
祉
農
園
で
県
内
初
の
ペ
カ
ン

ナ
ッ
ツ
の
講
習
会
が
開
催
さ
れ
組
合

員
17
名
の
他
、
県
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
及

び
報
道
関
係
者
合
わ
せ
て
約
50
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
み
は
昨
年
か
ら
春
日
部

農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
と
協
議
を
重
ね
、

遊
休
農
地
解
消
と
新
規
作
物
で
の
地

域
活
性
化
を
目
的
に
、
栽
培
に
向
け

た
第
一
歩
と
し
て
講
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
組
合
員
は

初
め
て
見
る
ペ
カ
ン
ナ
ッ
ツ
の
木
や

実
に
驚
き
の
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。
今
後
、
参
加
さ
れ
た
組
合
員
を
中
心
に
苗
木
の
注
文

を
取
り
纏
め
、
栽
培
に
着
手
し
て
い
く
予
定
で
す
。

窓
口
セ
ー
ル
ス
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
大
会

県
内
初
・
ペ
カ
ン
ナ
ッ
ツ
講
習
会

カメラニュース

10月26日
チャリティー頒布会･銀座

11月2日
久喜市内量販店

10月31日 農畜産物商談会

11月14日
県民の日・県庁オープンデー

11月9日 さいたま市浦和区量販店 ＆ 久喜市内量販店

11月16･17日 ドリームフェスタ　まつばら綾瀬川公園

11月16･17日 さいたま市農業祭

なんさい
小町

活動報告
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　10月21日、
はぴすしら
おかで、全
農の講師を
招いて料理
教室を開催
しました。
参加者21名
で、共同購入品を利用して５品を作りました。

10月21日･28日 白岡支部

　豊春地区
公民館クッ
キングルー
ムで、エー
クック株式
会社竹俣栄
子講師によ
る料理教室
を行い、13名が参加しました。沢山の料理実演をエーク
ック商品を使い披露していただき、出来上がった料理を
皆で美味しくいただきました。

11月12日 春日部支部豊春地区

　10月25日、
慈恩寺支店
２階会議室
で認知症サ
ポーター養
成講座を開
催し、慈恩
寺地区・河
合地区合同で行い16名が参加しました。
　「認知症は身近な問題で、身内の介護や近所の方への
接し方など様々な場面を想定したDVD鑑賞も出来たので
勉強になりました」という声をいただきました。

10月25日･11月12日 岩槻支部

　11月12日、
岩槻城南支
店２階会議
室で、牛乳
パックで作
るブローチ
作り教室を
開催し、９
名が参加しました。組合員の池野延子さんに講師となっ
ていただき、皆さん楽しくブローチ作りをしました。初め
ての人でも、気軽に楽しめて良かったと話していました。

　10月28日、
白岡・宮代
営農経済セ
ンター会議
室で健康ミ
ニ体操教室
を開催し19
名が参加し
ました。同支部の斉藤ケイ子さんを講師として迎え、わき
あいあいとした雰囲気でした。

　10月21日さいたま市の埼玉会館にて、JA埼玉県青
年部体験交流集会・青年の主張大会が開催されました。
県内９組織の青年部、県、中央会、連合会から70名が
出席し、青年の主張大会ではJA南彩青年部久喜支部の
笠井良泰さんが見事、県知事賞・優秀賞に輝きました。
　笠井さんは、「このような賞を頂き非常に嬉しい、こ
れからも新たなチャレンジや地域の担い手として農業
に貢献していきたい」と話していました。
　笠井さんは、12月５日に開催される関東甲信越地区
大会に埼玉県代表として出場します。

青年部活動報告

ＪＡ埼玉県青年部　体験交流会・県代表

女性部
活動報告

　ＪＡ南彩女性部の親睦旅行を開催し、60名が参加しま
した。天候にも恵まれ、美しい富士山を堪能できました。
宿泊した『ホテル鐘山苑』の日本庭園がとても素晴らしく、
心穏やかになりました。

11月7･8日 全支部 親睦旅行

7 ◦ なんさい



　笠井さんは、1年間農業大学校に通い、今年4月
から新規就農し、久喜市で令和初の認定新規就農
者になりました。実家は農家ではないため農業と
は無縁でしたが、市場の仲卸で勤務している時に
色々な野菜を見ることで自分も野菜を作りたい！
と思い就農しました。ハウスは500㎡、畑は50ａ
を所有、栽培している主な作物は、抑制栽培のミ
ニトマト、キャベツ、ブロッコリー、小松菜、ほ
うれん草です。
　「一生懸命育てた野菜を収穫し、子供達が美味
しいねと笑顔で言ってくれた時はとても嬉しく、
農業の楽しさとやりがいを感じる」と話してくれ
ました。
　今年は雨が多く夏のハウス作業は暑く、大変
だったそうです。「極力農薬は使わず、消費
者の笑顔を思い浮かべて甘いミニトマトや
野菜を作りたい。就農してまだ半年程の
為、失敗もあるがこれを経験に積み重
ね、やがては耕作面積を拡大させて収
入も増やし地域の担い手として貢献
していきたい」と農業のこだわりと
夢を熱く語ってくれました。
現在、農業と市場仲卸のアルバイト
の二足のわらじを履いています。奥様
と、2歳のお子さん、3ヶ月のお子さん

のために一生懸命農業に励まれています。
（戸ヶ崎通信員）

彩農あり！
笠
かさい

井 良
よしひろ

泰さん （久喜市北青柳）
JA南彩　青年部

　今年は雨が多く夏のハウス作業は暑く、大変
だったそうです。「極力農薬は使わず、消費
者の笑顔を思い浮かべて甘いミニトマトや
野菜を作りたい。就農してまだ半年程の
為、失敗もあるがこれを経験に積み重

の二足のわらじを履いています。奥様
と、2歳のお子さん、3ヶ月のお子さん

のために一生懸命農業に励まれています。

みんな の 広場

　樹齢100年以上の柿の木に、今年も大きく
て美味しい柿がたくさん実りました。その中
で、まるで親子のようなかわいい柿も収穫で
きました。 
　同じ枝に大・小の柿の実が出来るのは珍し
いそうです。 

金子 孝之（白岡市白岡東）さんのお宅で…

おもしろ農産物

なんさい ◦ 8



　岡田さんは、菖蒲支部寺田地区の女性部員と
して活動しています。今年度より、ＪＡ南彩女
性部菖蒲支部の支部長となりました。女性部活
動では、部員同士の交流を深めこれまでにいろ
いろな取組みを行ってまいりましたが、最近で
は11月18日に行われた「第２回青パパイヤ料
理コンテスト」で、青パパイヤ料理の研究を熱
心にされていました。今後はクリスマスに向け
てみんなで楽しくできる『クリスマスリース作
り』を企画しているそうです。
　「女性部菖蒲支部の支部長という責任の重さ
はありますが、これからも女性部活動を楽しみ
ながら一生懸命取組み盛り上げていきたいと思
います」と笑顔で話してくださいました。
　また、多趣味の岡田さんは、週に１回
体操教室に通っていて、ゴムやボール
を使った体操を１時間ほど行い、汗
をかいて健康の維持に努めていま
す。「なんでも継続することが大事」
という岡田さんは、毎日身体を動
かすことを心掛けているそうです。
お花も大好きでフラワーアレジメン
トも10年以上続けていて、生花や造
花を使った様々な作品を作って楽しん
でいます。
 （千葉通信員）

ながら一生懸命取組み盛り上げていきたいと思
います」と笑顔で話してくださいました。
　また、多趣味の岡田さんは、週に１回
体操教室に通っていて、ゴムやボール
を使った体操を１時間ほど行い、汗

トも10年以上続けていて、生花や造
花を使った様々な作品を作って楽しん

 （千葉通信員）

みんな の 広場

岡
お か だ

田 征
ゆ き こ

子さん（久喜市菖蒲町三箇）
JA南彩女性部　菖蒲支部　支部長

いきいきさん

アンパンマン
お絵かき作品紹介

　９月１4日に開催された
JA南彩親子ふれあいフェスタ・
JA共済アンパンマン交通安全キャ
ラバンでは、多くのご家族にご来場い
ただきまして、誠にありがとうございま
した。
　ご来場のお子様を対象とした、アンパ
ンマンお絵かきにご応募いただいた69
作品の中から素敵な作品を２点紹介
いたします。たくさんのご応募、
ありがとうございました。 久喜地区　大

やまと
和くん菖蒲地区　嶺

れ お
央くん
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特 集

＜蓮田＞高虫そばまつり
10月5日

＜蓮田＞閏戸コスモスまつり
10月19日

＜久喜＞第33回久喜市民まつり
10月20日

＜宮代＞第30回みやしろ産業祭
10月27日

＜岩槻＞いわつきマルシェin目白大学
10月27日

＜春日部＞春日部市農業祭
11月23日

＜蓮田＞蓮田市農業まつり
11月23日

＜菖蒲＞久喜市菖蒲産業祭
11月3日

＜白岡＞第25回しらおか農業祭
11月16日

＜岩槻＞さいたま市農業祭
11月16日・17日

農業祭・
産業祭

　秋の収穫を祝うイベントが各
地区で開催され、多くの来場者
で賑わいました。
　生産者が丹精込めて作った野
菜や果物、花卉などの品評会・
即売会が行われたほか、様々な
模擬店も出店し、イベントは大
盛況となりました。

秋のおでかけ

イベント情報
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毎月、TAC（担い手支援担当）の取組み状況などをご報告いたします。TAC通信

　営農支援課中部地区担当の小豆澤です。 
　中部地区で取組んでいる、「カラフル人参」についてご紹介いたします。 
　「カラフル人参」には、オレンジ・イエロー・ホワイト・パープル・ダークパープルの5色あり、
夏播きは主に８月から播種します。収穫時期を揃えるために紫
系から播種をし、７～10日あけてから黄・白、オレンジを播
種します。防除については、主にキアゲハの幼虫をメインに防
除を行います。このカラフル人参の特徴は、細長い見た目とカ
ラフルな色合いもそうですが、食べると人参臭さがなく、とて
も甘いので、人参が苦手な方でも食べることができるところ
と、紫色の人参には、ポリフェノール含量がブルーベリー並み
に含まれているので、とても体にいいものとなっております。 
　作付け３年目の今年は、更なる作付者を拡大するため講習
会を開催し、新規作付者含め16名の生産者に取組んでいただ
き、面積も60ａに拡大しました。出荷については、前年に引
き続き県内のスーパー量販店やJAの直売所に出荷予定となっ
ております。 
　今後、新たにカラフル人参の栽培を希望される生産者は各地
区のTAC（営農渉外員）へお声掛け下さい。 

お詫びと訂正　11月号17ページ　生活情報記事中の名称に誤りがありました。訂正してお詫びいたします。
　　　　　　　誤「ナイロワークス社農業用ドローン」　正「ナイルワークス社農業用ドローン」

ほ場に堆積した稲わら関係（お知らせ）
台風19号等による被災により、ほ場等に堆積した稲わらを撤去し、営農再開につなげるため、下記のとおり、
国が堆積した稲わらを集積所等に運搬する経費を支援します。
支援策＜JA南彩版＞

農林水産省と環境省の連携による稲わら撤去のスキーム

実施に当たってのポイント
① 集積所に運搬するか、市町村が定める処分先に運搬するか、他のほ場へ運搬するか。
　稲わらの撤去方針は、南彩管内の各市町村・JA南彩の各営農経済センターに問い合わせいただき、相談してください。
　※他のほ場へ運搬の場合、予め計画書の作成が必要になります。
②集めた稲わらの量（容積）がわかるように、写真など証拠書類を残しましょう。
※写真はスケールなどを活用し、できるだけ多く撮影し、また作業日誌などを作成しましょう。
③人力で撤去できない場合
　 人力で撤去できないほどの被害の場合は、土木的対策による復旧工事に該当し、災害復旧事業（工事費40万円以上/
箇所）があります。

〔集積所については、市町村の環境部局、農業部局、ＪＡ等の関係団体が調整して決定します〕
　※市町村の判断で集積所を設けない場合がございます。

ほ場等の稲わら等の撤去に係る経費を支援 【持続的生産強化対策事業（産地緊急支援対策）】
補助率：上限（5,000円／ｍ３）　事業実施主体：JA、土地改良区等の農業者の組織する団体、市町村 等

被災した
農家 集積所 処分先

自ら持込 市町村が処理

⬆ ⬆
農林水産省 環 境 省

11 ◦ なんさい



１ 農業の６次産業化とは
　 　農業者等が農産物の生産（１次産業）に加え、加工（２次産業）や流

通・販売（３次産業）にも主体的にかかわり、農業経営に新たな付加価
値を生み出す取組みのことです。

　　①農業者等が自ら加工や販売に取組む「単独型」
　 　②農業者等と食品メーカー等が互いの経営資源を活かす「連携型」
　という２つの型があります。
　 　６次産業化の例としては、自ら生産した農林水産物の加工・販売や農家レストラン、観光農園、農家民

宿の運営といった取組みに加え、自ら生産した農産物を一次加工し、安定供給するなど「連携」をキーワ
ードにした取組みも含まれます。

営農情報
■■■■■■■■■■■■■■■■■　　■■

お問い合わせ

●春日部農林振興センター
農業支援部
048（737）6311

農業の６次産業化を応援します!!

ＪＡ南彩管内の６次産業化の事例 　 株式会社 渋谷農園（蓮田市）

株式会社 渋谷農園「ＱｕｉＱｕｉ（キュイキュイ）」
住　　所　蓮田市上平野640-1
営業時間　10:00～15:00（月休）
電　　話　048-795-8184　　駐車場　8台

　株式会社 渋谷農園は、蓮田市でキウイフルーツや野菜苗、お米を栽培しています。平成27年
2月に、農園併設店舗「ＱｕｉＱｕｉ（キュイキュイ）」をオープンしました。
　小玉のキウイフルーツを有効活用した看板商品「キウイのコンポート」、キウイフルーツや農園
の果物を使った「シフォンケーキ」、「ソフトクリーム」などを製造販売しています。今が旬の生
食用のキウイフルーツはもちろん、新商品「豚丼のたれ」も好評発売中です！！

店主の

渋谷しょうこ
さん
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令和元年度６次産業化支援メニュー
● 地区相談会
● 経営実務研修会
● ネットワークミーティング
● ６次産業化新商品お披露目会
● 国交付金を活用した施設整備等の支援
● 個別相談（専門家派遣含む）

続・ドライ加工研修会
（経営実務研修会兼ネットワークミーティング）
（H30.12.4　春日部地方庁舎大会議室）

6次産業化新商品
お披露目会

（H31.2.6　さいたま
スーパーアリーナ）

○春日部農林振興センター　　　　　　　　
　（春日部市・久喜市・宮代町・蓮田市・白岡市）
　農業支援部　新規就農・法人化担当　　　　
　電話：０４８－７３７－６３１１

○さいたま農林振興センター
　（岩槻区のみ）
　農業支援部　新規就農・法人化担当
　電話：０４８－８２２－１００７

６次産業化の相談窓口

２ 埼玉県６次産業化サポートセンター
　 　県では、県庁農業ビジネス支援課及び各農林振興センターに「埼玉県６次産業化サポートセンター」

を設置し、６次産業化に取組もうとする方や発展させていこうとする方の個別相談に応じています。
　 　６次産業化担当普及指導員によるサポート活動に加え、加工や販路開拓、衛生管理、経営改善、加工

技術など、相談内容に応じて、６次産業化プランナー（専門家）の派遣（無料）を行っています。詳し
くは、下記へお問い合わせください。

～開催告知～

「お米の加工（もち・あられ・米粉）研修会」
日時　令和元年１２月１７日㈫　１３：３０～１６：３０
場所　春日部地方庁舎３階大会議室
内容　①講演　農研機構食品研究部門
　　　　　　　奥西智哉氏
　　　「 お米の科学～理屈がわかれば加工のコツ

がわかる」(仮)
　　　②事例紹介　ライスハウスかわなべ
　　　　　　　　　川鍋美智子氏
　　　③6次産業化商品の展示、試食、交流会
定員　50名

申込〆切　１２月１３日㈮
お申込、お問合先　春日部農林振興センター

第２回埼葛地域における農業の６次産業化研修会
兼 ネットワークミーティング

すでに取組んでいる方も
これから取組みたい方も
どうぞお気軽に
ご参加ください。

13 ◦ なんさい



相談会のご案内 JAでは相談会を開催しています。お気軽にご利用ください。

※ 個別の税務相談会は事前予約制になりますので、開催日までにお電話でのご予約をお願いいたします。（ご予約いただけ
ない場合は受付できません）ご予約がない場合は開催中止となりますのでご注意ください。

※ お申込みは、事前に各支店までご連絡をお願いいたします。
※ 都合により時間が変更になる場合があります。ご了承ください。

地　区 岩　槻 春日部 蓮　田 宮　代 白　岡 久　喜 菖　蒲

営農相談会
9:30～12:00

12月13日㈮
岩槻営農
経済センター

12月18日㈬
春日部営農
経済センター

12月24日㈫
蓮田営農
経済センター

12月17日㈫
宮代支店

12月27日㈮
白岡・宮代営農
経済センター

12月20日㈮
久喜営農
経済センター

12月18日㈬
菖蒲営農
経済センター

税務相談会

12月10日㈫
1月10日㈮
岩槻城南支店
9:30～12:00
048（798）3345

12月17日㈫
春日部支店
10:00～15:00
048（736）5501

12月20日㈮
1月21日㈫
蓮田支店
9:30～12:00
048（768）2190

12月5日㈭
1月８日㈬
宮代支店
9:30～12:00
0480（32）0102

12月5日㈭
1月8日㈬
白岡大山支店
13:30～15:30
0480（92）2315

12月12日㈭
1月23日㈭
久喜江面支店
9:30～12:00
0480（21）1101

12月12日㈭
1月23日㈭
菖蒲支店
13:30～15:30
0480（85）0040

南
彩
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

inform
ation 

遊休資産　売却のお知らせ
下記の遊休不動産を売払い致します。購入希望の方は、現地を確認のうえご連絡ください。
物 件 名 JA南彩　栢間支店跡地
所 在 地 久喜市菖蒲町下栢間字陣屋2653番14
地 目 宅地
地 積 1024.44㎡
そ の 他 建物あり
構 造 支 店 鉄骨造陸屋根2階建て

倉 庫 木造　平屋
床 面 積 支 店 1階246.05㎡・2階81.92㎡

倉 庫 66.00㎡

資産管理課からの
お知らせ

　資産管理課では、戸建住宅・
共同住宅の建築を安心して任せ
られる施主代行方式を採用して
います。これは、施主とJAグルー
プが委託契約を結び、JAグルー
プの専門家が施主に代わり住宅
メーカーとの交渉や指導を行うこ
とで、安心有利な建築が実現で
きるものです。土地売買の媒介・
土地建物の賃貸借の媒介も行っ
ていますので、お気軽にご相談
ください。
資産管理課　☎048-798-3564

歳末大売出し
12/28土・29日・30月

AM9:00～PM5:00
岩槻直売所　☎048-798-8311
久喜直売所　☎0480-25-1183

12/28土・29日・30月
AM9:00～PM6:00
菖蒲グリーンセンター
☎0480-85-4444

※31日の営業は各直売所PM4:00までの
　営業とさせていただきます。

皆様のご来店お待ちしております!!

お問い合わせ
南彩農業協同組合
本店　企画管理部　総合企画課
　　　☎ 0480-87-1137
　　　資産管理課
　　　☎048-798-3564
営業時間　　　　　AM8:30～PM5:15
定 休 日　　　　　土・日・祝祭日

直売所イベント情報

月月月月月月

28

皆様のご来店お待ちしております!!

12/28282812/2812/28
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主要事業の概要
── 令和元年10月末現在 ──

出資金につきましては、28億5,239万円です。

令和元年10月末 平成31年3月末 前年度末
増　　減

正 組 合 員 数 9,815人 9,822人 △ 7人
准 組 合 員 数 19,345人 19,052人 293人
組 合 員 数 合 計 29,160人 28,874人 286人

令和元年10月末 平成30年10月末 前年度
同月対比

貯 金 高 2,796億1,409万円 2,795億1,766万円 100.0%
貸 出 金 565億9,378万円 543億9,651万円 104.0%
共 済 保 有 高 6,426億5,187万円 6,568億8,584万円 97.8%
販 売 高 19億9,256万円 21億0,632万円 94.5%
購買品Ⅰ供給高 15億7,204万円 13億8,987万円 113.1%
購買品Ⅱ供給高

（各直売所・食堂） 8億5,634万円 8億8,874万円 96.3%
※ 貸出金については、貸付留保金を控除しています。

【理事会だより】

　令和元年10月29日、定例理事会が行わ
れ、次の事項について審議され、全議案
原案通り可決・承認されました。

⑴  令和元年９月末財務状況及び上半期仮
決算について

⑵  資産自己査定における債権の処理方針に
ついて

　①貸出金
　②購買未収金
⑶  春日部支店新築工事及び現春日部支店

改修工事の請負契約締結について
⑷  JA南彩青年部からの理事登用に関する

内規の制定について
⑸  農産物直売所管理規程の一部変更につ

いて

編集後記
　元々食べることが大好きで、お取り寄せや美味しいと聞くと休日買いに出掛けプチ贅沢を
楽しんでいます。農協に勤めて出会えた美味しい食材は「のし餅」。毎年年末と年明けの寒
もちを注文します。広報誌を作るようになり、食への関心が益々高まりました。農家の皆さ
んが一生懸命作って下さった野菜や果物を購入し、青パパイヤの料理を作ったり、イチジク
とくるみのサラダを作ったり、我が家のレパートリーも増えました。 編集担当  Ｎ
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※応募ハガキに基づく個人情報は抽選、景品の発送、
意見等の掲載に使用させて頂きます。あらかじめご
了承下さい。
※おひとり様１枚までのご応募とさせて頂きます。

10月号応募総数63通

10月号の答え

 ★クロスワードパズル

応
募
方
法

　 正解者の中から抽選で10名様に
図書カードをプレゼント。
　 【締切日】12月末日
　発表は２月号です。

二重マスの文字をＡ→Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

出題　ニコリ

答え ジャガイモ

当選者の発表は商品の発送
をもって代えさせていただ
きます。

タテのカギ
１ 毛糸や棒針などを使って楽しみます
４ 年賀状を書くために買ってこなく

ちゃ
７ 積み上げて塀を作ることも
９ ポンポンと突いて遊びます
10 ツキノワ、ホッキョクといえば
11 肌のこと。ドライ ——
13 食用にするユリの鱗茎（りんけい）
15 OPECは —— 輸出国機構の略称

です
16 もろみなどを搾った後に残る物
17 水道、電気と並ぶライフライン
18 グルメとも呼ばれる —— 家
20 AMを聞こうかな、FMにしようかな
21 言葉のキャッチボールです

ヨコのカギ
１ 手にはめる防寒具
２ 良い香りがする —— キャンドル
３ リンゴの芯の周りに入っているこ

とも
５ つらさをぐっと耐え忍ぶこと
６ 穴を開ける工具
８ 結婚指輪をはめるところ
12 餠をつく人が手に持ちます
13 冬空から降る白い物
14 ロシアの首都です
15 怖い話を聞くと凍りそう
16 住み込みではありません
17 無地の物には付いていません
19 トナカイもこの仲間

15 ◦ なんさい
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令和元
なんさいなんさい

●　年末年始休業日の緊急時連絡先　●

○印は営業日 12/27 12/28 12/29 12/30 12/31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5 1/6
●印は休業日 （金） （土） （日） （月） （火） （水） （木） （金） （土） （日） （月）

本・支店事務所 ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ○

催事課 ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ○

ATM※ ○ ○ ○ ○ ○ ○※ ○※ ○※ ○ ○ ○

各営農経済センター ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

岩槻直売所
あさつゆの里 ○ ○ ○ ○ ○

PM4:00まで ● ● ● ● ● ○

久喜直売所
久喜キラリ直売館 ○ ○ ○ ○ ○

PM4:00まで ● ● ● ● ● ○

菖蒲グリーンセンター ○ ○ ○ ○ ○
PM4:00まで ● ● ● ● ● ○

食　　堂 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○

燃料配送センター ○ ○ ● ○ ● ● ● ● ○ ● ○

LPガスセンター ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

農機センター ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

なんさいふぁー夢 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

年末年始営業日及び休業日のお知らせ

※ 令和2年1月1日、2日、3日の稼働時間は通常の休日と同じ時間になりますが、メンテナンス期間にもなりますので、他の金融機関（都市
銀行　地方銀行　第二地方銀行協会加盟行　信託銀行　信用金庫　信用組合　労働金庫　商工中金）のキャッシュカードはご利用いただ
けません。くわしくは、キャッシュカード発行の金融機関にお問い合わせください。
※ メンテナンス期間中、JAバンク以外の金融機関あて振り込みのお手続きの際に、受取人口座の名義が表示されないため、別途、名義の入
力が必要となります（振り込み日は2020年1月6日扱いとなります）。

※年末は混み合いますので、配達等のご注文はお早めに頂きますようお願い申し上げます。

■燃　　料
「燃料配送センター」
☎080－6571－1337　担当　高橋

■ＬＰガス
☎0480－87－1720   

■催事センター (むさしの村)
☎フリーダイヤル　0120－145－731

■事　　故
「ＪＡ共済事故センター」
☎フリーダイヤル　0120－258－931

メンテナンス期間

番号案内サービス（104）へお問い合わせの際は、
必ずJA南彩の葬儀とおたずねください。

（24時間・365日対応）
事前相談も行っています。お問い合わせください。

0120－145－731

お知らせ JA南彩葬祭岩槻城南支店
☎048－797－4909

JA南彩葬祭白岡大山支店
☎0480－91－0490

JA南彩葬祭春日部支店
☎048－733－9099

JA南彩葬祭久喜江面支店
☎0480－25－2929

JA南彩葬祭蓮田支店
☎048－768－4445

JA南彩葬祭菖蒲支店
☎0480－86－0400

JA南彩葬祭宮代支店
☎0480－32－4966

JA南彩催事センター
☎0120－145－731




